
9 月会山行  秩父御岳山（１，０８１ｍ）（山のグレーディング ２Ｂ） 

（秩父の山深さを実感させる、信仰の歴史を伝える霊山） 

 秩父大滝村は、木曽御嶽山を開山した普寛行者の出身地。後に、故郷の山にも参拝路を築い

たのがこの御岳山である。 

 

１．日 程： ９月８日（日）   集 合： 鶴瀬駅５：２０ 

     ※時間が早いので、他の駅から乗車する人は、鶴瀬５：３６発の電車の先頭から４両

目に直接乗る。(例)みずほ台５：34、ふじみ野 5:39、川越５：４７） 

 

２．交 通： （往路）鶴瀬 5:36→6:27小川町 6:33→6:51寄居 7:05→8:05 三峰口 

     ※寄居駅では、ICカードを２回タッチして、一旦改札口を出る。 

     秩父鉄道窓口で、「おでかけきっぷ」（１,０３０円）を買って、秩父鉄道（３，４番線）に進

む。（寄居→三峰口往復 1,600 円より 570 円お得！） 

 

（復路）三峰口 15:46→16:49寄居 17:01→17:18小川町 17:31→18:19ふじみ野 18:20

→18:23鶴瀬 

 

３．コース： 三峰口駅 8:20ー(20')→8:40 町分登山口(準備体操)8:50ー(2h30')→ 

11:20 タツミチー(55')→12:15 秩父御岳山（昼食）12:45ー（30’）→ 

13:15タツミチー(1h45')→15:00 町分登山口ー(20')→15:20 三峰口駅 

（往路と復路は同じコース、強石コースは通行止め） 

 

  歩行時間：６時間３０分  総歩行距離約９．４ｋｍ  高低差：７５６ｍ 

  

４．費 用： 合計 ２４７０円 

東武東上線（鶴瀬→小川町）７２０円×２＝１４４０円（ＩＣカードの場合） 

      秩父鉄道（寄居→三峰口）「おでかけきっぷ」１０３０円 

       

５．持ち物： 通常装備、弁当、飲み物（１L～１．５L）、雨具、行動食 

 

６．地 図： 山と高原地図２６「雲取山・両神山」昭文社 


